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三浦半島中部の武山断層におけるトレンチ調査

Result on the Trenching survey of Takeyama Fault, Miura Penisura, Central Japan.
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武山断層の津久井トレンチでは最近5 5 0 0年間に3回の断層活動が推定された．最新活動は2 0 0 0～2 2 0 0 y . B . P .であ
る．武山断層の最新活動は北武断層のそれ( 1 4 0 0～1 7 0 0 y . B . P . )よりも古い．二つの断層が同時に活動したとは言え
ないが，かなり活動時期が近く，両者の活動が連鎖していた可能性がある．

１目的
三浦半島には右横ずれのセンスをもつWNW-ESE 走向の活断層群が分布する。これらのうち、横須賀市内には

北から衣笠断層、北武断層、武山断層が隣接して存在するが、その活動時期については北武断層のみが報告され
ていて、ほかの２断層についての知見はなかった。北武断層を含むこれらの断層群は人口集中地帯を横切るので、
活断層の危険性評価のために、また、隣接する活断層の活動の相互関係を解明するために、これら３断層の活動
履歴を知ることは重要である。横須賀市ではこの問題の重要性を認識し1 9 9 7年に武山断層、 1 9 9 8年に衣笠断層の
トレンチ調査を実施した。ここでは武山断層の調査結果を報告する。

２トレンチ調査の概要
トレンチ掘削地点は、武山断層東部の津久井と中部の須軽谷の２地点である。
津久井地点：ここでは尾根や谷の右横ずれに基づき、断層のトレ－スを推定し、地表には変位地形がはっきり

しない沖積低地において、西からⅠ，Ⅱのトレンチとこれをつなぐ浅いトレンチを掘削した。耕作土（Ａ層）の
下位には礫，砂およびシルト層で腐植層を含む地層がみられ、上位からＢ～Ｅ層と呼び、それぞれはさらに細分
される。最下部のＥ層の年代はおよそ5 5 0 0年である。ここではａ～ｃの３本の断層があり、ほぼ垂直ないし高角
な逆断層が断層帯を形成する。これら断層による地層の変位、切断関係などにより、ここでは5 5 0 0年以降、３回
の断層活動（新しいものから順に断層活動Ⅰ～Ⅲと呼ぶ）が読み取れる。断層活動Ⅰの活動期はかなり高い精度
で2 0 0 0～2 2 0 0 y . B . P .となる。断層活動Ⅱの活動期は2 2 0 0～4 6 0 0 y . B . P .の間に限定され、断層活動・は 4 7 0 0～
5 3 0 0 y . B . P .に生じたと推定される。したがって、再来間隔はやや不規則であるが、平均約2 0 0 0年となる。トレンチ
ⅠとⅡをつなぐ浅いトレンチの床面の観察とトレンチ壁の観察に基づき、この断層帯には約２ｍの右横ずれと
0 . 4 mの北上がりの縦ずれが認められた。ネットスリップ量は単純計算で2.04m 、観察精度を考えて約２ｍとする。
しかし、この変位が断層活動Ｉだけによるという確証はなく、２回分の活動量の可能性が残る。

須軽谷地点：ここでは沖積層を変位させる断層は認められなかった。しかし、沖積層中に大規模な地すべり
が認められる。これは約2 6 0 0 y . B . P .の堆積物を分断し、約1 6 0 0 y . B . P .の堆積物によって覆われるので、その間に生
じた地変である。この地すべりの発生時期は津久井地点で認められた断層活動Ⅰの年代幅に入り、武山断層の最
新活動に付随する可能性がある。

３．考察
武山断層の津久井トレンチでは最近5 5 0 0年間に３回の断層活動が推定された。最新活動(2000 ～2 2 0 0 y . B . P . )

と平均再来周期からみると、武山断層の次の活動期は近づいていることになる。武山断層の単位変位量は前述の
ように約２ｍ、あるいは約１ｍである。松田( 1 9 7 5 )の経験式の基づいて、単位変位量から地震規模を推定すると、
武山断層で想定される地震規模はＭ＝7.2または6.7 となる。

また、武山断層の最新活動は北武断層のそれ(1400 ～1700y.B.P.) よりも古い。二つの断層が同時に活動した
とは言えないが、かなり活動時期は近く，両者の活動が連鎖していた可能性がある。さらに北武断層と隣接して
衣笠断層の存在も知られている。このことを考慮すると、個々の活断層の活動間隔は長くても、横須賀市域で強
震を感じる間隔はそれより短くなると思われる。地震危険度の評価のためには北武断層、衣笠断層とをあわせた
総合的な検討が必要である。


